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携基盤（Kyoto University Research Coordination Alliance）を設置いたしました。
　京都大学附置研究所センターシンポジウムは、本学の附置研究所センターが相互連絡の
もとに学際的な共同研究を推進するとともに、研究成果の発信のために、これまで12回に
わたり京都以外の中核都市で毎年シンポジウムを開催してまいりました。
　本日は、この研究連携基盤の研究活動を踏まえたパネルディスカッションを、『「挑戦の
意味、失敗の意味」―未踏科学研究ユニットはどこへ向かうのか』と題して行う予定でご
ざいます。
　本シンポジウムの企画の目的は、次の世を明るくするために京都大学の研究者が語りか
けることでございます。我々研究者は、社会に対するリスペクトを持って、この地球とい
う大地を希望の地にできると信じて努力を続けております。その姿を見ていただければと
思います。
　きょうは、高校生をはじめとして、これから次世代を担う若者との交流の場になると期
待をしております。京都からの挑戦として、「京大起春風」に耳を傾けていただければと
思います。私も、最後のディスカッションに参加をさせていただき、討論をさせていただ
ければと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。
